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診療情報を一元化し有効活用することで

更なる医療の質向上を実現！

長野県立こころの医療センター駒ヶ根様は、 1956年に

県立の単科精神病院として開設され、それ以降60年以上に

わたり長野県の精神科医療の中核として、「地域に開かれ

た病院」を目指し、質の高い精神科医療を提供し続けてい

る病院です。

2018年に電子カルテ等のシステムを刷新し、診療情報

の一元化とその情報の有効活用により、医療現場の様々な

課題を解決し医療の質の向上を実現しました。

副院長の犬塚伸氏、事務部長の森腰孝之氏、事務部医事

課長事務代理の肥野哲幸氏、同じく医事課の吉田朋香氏に

導入の背景や取組内容、導入の効果等を伺いました。

導入事例 長野県立こころの医療センター駒ヶ根様

Profile
病院名 ： 地方独立行政法人長野県立病院機構

長野県立こころの医療センター駒ヶ根
所在地 ： 長野県駒ヶ根市下平2901
開設 ： 昭和31年(1956年)9月
職員数 ： 185名
病床数 ： 129床
診療科 ： 精神科

http://kokokoma-hosp.or.jp/

～あなたの手のとどくところに～

2011年に導入したシステムの老朽化がきっかけです。

医療コンサルタントに入っていただき、現状分析や職員のニーズ

調査を行い、「先入観なくいいシステムを作ろう」という思いで

検討しました。

いくつかの業者から提案をもらい、実際にシステムを操作して

使い勝手を比較した上で選定しました。以前のシステムは精神科

に特化していなかったため使いにくさがありましたが、新しいシ

ステムは、精神保健福祉法にもれなく対応できていたこと、直感

で操作できることが選定のポイントになりました。

（犬塚氏）

導入に至ったきっかけはなんですか？

副院長 犬塚 伸 氏

導入の効果はいかがですか？

・退院時サマリー(要約書)は、入院患者さんの病歴や身体所見、検査

所見、入院中の医療内容等をまとめた記録ですが、医局の先生達が

確実に作成できるようになりました。また、レセプト請求時の病名

記載漏れもなくなりました。診療情報が一元化されたことと、業務

を誘導してもらえるシステムにより、利便性が向上したと感じてい

ます。（犬塚氏）

➢ 医療現場での業務改善

・自然災害による病院被災や、ランサムウェア攻撃によ

る電子カルテ暗号化などの対策として、電子カルテを

確実にバックアップし、病院の事業継続を図ることは

重要なテーマです。今回、電子カルテを外部のデータ

センターにバックアップする仕組みを構築しており、

万全なBCP対策を実現できています。（森腰氏）

➢ BCP対策（電子カルテのバックアップ）
➢ 診療データの有効活用

・診療データを病院経営の視点で活用することは

どの病院でも大きな課題です。システム導入時は

そこまで及ばないのが通常ですが、今回は最初か

らデータ活用の機能を取り入れました。今まで

何日もかかっていた経営情報の分析等の作業が

数時間でできるようになったことで負担が大幅に

軽減されました。（森腰氏）

http://kokokoma-hosp.or.jp/
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お問い合わせ先

本ソリューションに関するお問い合わせ・ご相談受付

https://www.a-i-d.co.jp/contact_itsol.html

本ソリューションの詳細情報

https://www.a-i-d.co.jp/solution/industry/healthcare.html

AID担当者からの一言

今後、どのようなことを期待していますか？

長野県立こころの医療センター駒ヶ根様には色々と
ご協力いただいてシステム構築が出来ました。
本当にありがとうございます。
また、導入後も他病院様からのシステム見学などに

ご協力いただいており、今後も良い関係を継続してい
きたいと考えています。

ソリューションのご紹介

使い始めて３年が経過しましたが、当初はなかった機能が追加されています。例えばマルチウィンドウ化。この機能に
より過去の診療データを見ながら診療計画を作成できるようになり、医局の先生達から「すごく良くなった」との声が挙
がっています。（犬塚氏）
このようなシステムは一度導入すると機能アップが行えず、使っているうちに進化に乗り遅れてしまうことがあります

が、リリース後もユーザの要望を聞いていただき、要望に対して機能追加しバージョンアップが図られていますので安心
して使っています。技術は日進月歩、世の中は常に進化していますので陳腐化しないよう、これからもタイムリーに情報
提供をお願いしたい。（森腰氏）
他の病院から「システムの話を聞きたい」とよく相談に来られます。いい仕組みは長野県全体に広がっていけばよいと

考えており、実績や苦労した点等、幅広く情報提供しています。県立病院としての使命をしっかり果たしていくつもりで
す。（森腰氏）
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電子カルテシステムを軸に様々な医療システムを連携させ、診療情報の一元化を実現しています。
これにより、職員間の情報共有が加速し、チーム医療の体制が整い、医療の質向上が図られました。
また、診療データの抽出・加工・分析が正確かつスピーディに行えるようになり、経営視点でも有効活用できています。

実際にデータ加工を行っている
肥野氏、吉田氏

データの抽出・加工・分析に
かかる負担が大幅に軽減しました！

旧システムの電子カルテを
そのまま参照でき、

便利です！

医局の先生達

旧電子カルテ
ビューワ

AIDの『医療系ソリューション』について

AIDでは、電子カルテを含め病院様全てのシステムの提案
を行っています。
・マルチベンダー対応であり、病院様に合ったシステムの
提案が可能です。

・システムの販売・導入だけでなくコンサルティングも可能
・導入前相談から提案・導入・保守まで一連をサポート
お気軽にお問い合わせください。

https://www.a-i-d.co.jp/
https://www.a-i-d.co.jp/contact_itsol.html
https://www.a-i-d.co.jp/solution/industry/healthcare.html

